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石破茂総理大臣と広島県産業界との日米関税合意を巡る意見交換会に出席
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令
和
７
年
９
月
２
日
㈫
、
広
島
国
際
会

議
場
に
て
『
広
島
県
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
振
興
条
例
に
係
る
広
島
県
と
の
個
別

会
議
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議

は
、
平
成
29
年
10
月
に
制
定
・
施
行
さ
れ

た
広
島
県
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

条
例
（
広
島
県
条
例
第
36
号
）に
基
づ
き
、

広
島
県
商
工
労
働
局
が
中
小
企
業
支
援
団

体
等
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
の
会
議

と
し
て
、
平
成
30
年
度
よ
り
定
期
的
に
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

初
め
に
、
広
島
県
商
工
労
働
局
よ
り
、

令
和
７
年
度
の
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
施
策
に
係
る
支
援
施
策
等
の
取
組
状

況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
か
ら

の
要
望
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
度
も
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

県
内
の
各
地
域
で
開
催
し
た
ブ
ロ
ッ
ク

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
て
、
商
工
会
地
域

の
現
状
や
要
望
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

結
果
を
基
に
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

〈
広
島
県
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

条
例
に
係
る
要
望
等
〉

Ⅰ�

．
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発

展
の
た
め
の
施
策

　

⑴　

社
会
情
勢
変
化
へ
の
対
応

　
　

①�

最
低
賃
金
へ
の
対
応
支
援
（
継

続
・
一
部
新
規
）

　
　

②�

米
国
の
関
税
措
置
に
伴
う
価
格
転

意見交換会の様子

　

令
和
７
年
８
月
６
日
㈬
、
石
破
茂
総
理

大
臣
と
広
島
県
産
業
界
と
の
日
米
関
税
合

意
を
巡
る
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
議
は
、
日
米
間
で
合
意
し
た
関

税
の
内
容
に
つ
い
て
の
影
響
な
ど
を
直
接

聞
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
経
済
団
体
か
ら
は
広
島
県
商
工
会
連

合
会
を
は
じ
め
、
広
島
県
商
工
会
議
所
連

合
会
及
び
広
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

の
各
代
表
が
、
ま
た
、
輸
出
関
連
企
業
か

ら
は
、
マ
ツ
ダ
㈱
や
各
組
合
の
代
表
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

そ
の
席
で
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
の

平
田
会
長
か
ら
は
、
す
で
に
受
注
が
減
っ

て
い
る
現
状
を
訴
え
、
資
金
繰
り
な
ど
の

支
援
策
の
充
実

を
要
望
し
ま
し

た
。
ま
た
、
関

税
に
よ
る
価
格

上
昇
分
を
、
納

入
業
者
へ
の
値

下
げ
要
請
な
ど

で
吸
収
す
る
こ

と
が
な
い
よ

う
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体

で
の
適
正
な
価

格
に
よ
る
取
引

の
徹
底
、
そ
し

て
不
当
な
取
引

慣
行
の
防
止
に

向
け
た
監
督
・

指
導
の
強
化
な

ど
、
価
格
転
嫁

対
策
の
更
な
る

促
進
を
強
く
求

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元

選
出
の
国
会
議
員
か
ら
価
格
転
嫁
の
現
状

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、「
価
格
転
嫁
の

壁
は
分
厚
い
。
そ
れ
に
加
え
、
過
去
に
例

を
見
な
い
急
激
な
賃
金
の
引
き
上
げ
が
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
収
益
を
圧
迫
し

続
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
賃
上
げ

の
原
資
と
す
べ
く
価
格
転
嫁
の
促
進
が
非

常
に
重
要
で
あ
る
」
旨
を
強
く
訴
え
ま
し

た
。

石破総理と岸田前総理

石
破
総
理
と

　広
島
県
産
業
界
と
の

　
　意
見
交
換
会
に
出
席

石
破
総
理
と

　広
島
県
産
業
界
と
の

　
　意
見
交
換
会
に
出
席

日
米
関
税
合
意
に
関
す
る
影
響
と

支
援
策
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

広
島
県
中
小
企
業・

小
規
模
企
業
振
興
条
例
に
係
る

広
島
県
と
の
個
別
会
議
の

広
島
県
中
小
企
業・

小
規
模
企
業
振
興
条
例
に
係
る

広
島
県
と
の
個
別
会
議
の

開
催

意見を述べる平田会長
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嫁
の
促
進
（
新
規
）

　
　

③
人
手
不
足
へ
の
支
援
（
継
続
）

　
　

④
外
国
人
材
の
活
用
支
援
（
新
規
）

　
　

⑤�

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
材
料
等
高
騰
へ

の
支
援
（
継
続
）

　
　

⑥�

就
業
調
整
解
消
の
た
め
の
一
体
的

な
制
度
見
直
し
（
継
続
）

　

⑵　

経
営
の
自
走
化
促
進

　
　

①�

経
営
の
自
走
化
を
促
す
補
助
金
の

創
設
（
新
規
）

　
　

②�

経
営
革
新
計
画
承
認
に
伴
う
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
（
継
続
・
一

部
新
規
）

　
　

③�

各
市
町
に
お
け
る
独
自
の
支
援
策

創
設
（
継
続
）

　
　

④�

申
請
手
続
き
の
簡
素
化
等
（
継

続
）

　
　

⑤�

資
金
繰
り
・
融
資
制
度
へ
の
柔
軟

な
対
応
（
継
続
）

　

⑶　

地
方
の
創
生

　
　

①�

創
業
支
援
策
の
強
化
（
継
続
・
一

部
新
規
）

　
　

②�

事
業
承
継
の
促
進
と
廃
業
支
援

（
継
続
・
一
部
新
規
）

　
　

③�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
の
需
要
を
定
着

さ
せ
る
た
め
の
支
援
（
継
続
）

Ⅱ�

．
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
伴

走
型
の
支
援
体
制
強
化

　

①�

職
員
設
置
定
数
の
充
実
並
び
に
人
材

の
育
成
等
（
継
続
・
一
部
新
規
）

　

②�

商
工
会
の
広
域
的
指
導
体
制
へ
の
支

援
（
継
続
）

　

③
商
工
会
館
の
防
災
強
化
（
継
続
）

　

④�

商
工
会
地
域
の
Ｄ
Ｘ
化
推
進
に
向
け

た
支
援
（
継
続
・
一
部
新
規
）

　

⑤�

小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
補
助

金
の
維
持
及
び
物
価
高
等
へ
の
対
応

等
（
継
続
・
一
部
新
規
）

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
急
激
な
賃

上
げ
に
伴
う
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
窮

状
や
、
商
工
会
を
は
じ
め
と
し
た
支
援
団

体
の
体
制
強
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識

を
共
有
す
る
と
共
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
宣
言
や
改
正
下
請
法
の
周
知
徹
底

に
よ
る
更
な
る
健
全
な
取
引
の
促
進
、
人

手
不
足
を
背
景
と
し
た
県
外
へ
の
若
者
流

出
防
止
対
策
や
、
外
国
人
人
材
の
活
用
等

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

非
常
に
意
義
深
い
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

冒頭挨拶をする平田会長

個別会議の様子

　

令
和
７
年
７
月
30
日
㈬
、
県
女
性
連
は

平
和
記
念
公
園
で
『
原
爆
の
子
の
像
に
千

羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』を
実
施
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
平
成
７
年
の
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
会
を
契
機
に
始
ま
り
、
以
来

毎
年
継
続
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
県
内
と

中
国
・
四
国
８
県
の
女
性
部
員
か
ら
約

３
万
７
千
羽
の
折
り
鶴
が
寄
せ
ら
れ
、
丁

寧
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
松
井
会
長
は

〜
中
四
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

　
　
　
　
　

  

約
３
万
７
千
羽
を
奉
納
〜

県
女
性
連

被
爆
80
年
の
節
目
に―

『
原
爆
の
子
の
像
に

　
　
　
　千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』を
実
施

被
爆
80
年
の
節
目
に―

『
原
爆
の
子
の
像
に

　
　
　
　千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』を
実
施県女性連役員と各地から寄せられた千羽鶴
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令
和
７
年
９
月
22
日
㈪
、
東
広
島
市
の

賀
茂
ボ
ー
ル
に
て
、
県
女
性
連
主
催
の

「
令
和
７
年
度
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
本
大
会
は
、
県
内
商

工
会
女
性
部
員
相
互
の
親
睦
交
流
や
健
康

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
種
目

を
変
え
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
競
技
と
し
て
実

施
。
所
属
女
性
部
の
枠
を
越
え
て
チ
ー
ム

を
編
成
し
た
こ
と
で
、
地
域
を
超
え
た
交

流
が
生
ま
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
で
競
技
は
進
み
ま
し
た
。ま
た
、

閉
会
後
に
開
催
し
た
昼
食
会
は
、
交
流
の

輪
を
さ
ら
に
広
げ
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
成
績
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

団
体
の
部
で
は
、安
古
市
町
・
三
原
臨
空
・

三
次
広
域
・
江
田
島
市
の
混
合
チ
ー
ム
が
、

個
人
の
部
で
は
、
安
古
市
町
商
工
会
女
性

部
の
阪
井
ウ
タ
子
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
第

１
位
に
輝
き
、
開
催
地
域
で
あ
る
中
央
地

域
の
名
産
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

熱戦を繰り広げる参加者たち

　

令
和
７
年
９
月
18
日
㈭
、
山
口
市
の
Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
で
中
四
国
９
県
の
青

年
部
に
よ
る
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
勢
６
０
０
名
を
超
え
る
青
年
部
員

（
当
県
95
名
）
が
一
堂
に
会
し
会
場
は
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
に
は
当
県
を
代
表
し
て

大
崎
上
島
町
商
工
会
青
年
部
の
取
釜
宏
行

さ
ん
が
登
壇
。
島
唯
一
の
高
校
の
統
廃
合

危
機
を
き
っ
か
け
と
し
た
、
青
年
部
と
学

校
、
ひ
い
て
は
地
域
と
の
連
携
を
テ
ー
マ

に
熱
く
思
い
を
語
り
ま
し
た
。
高
校
生
と

地
域
の
仕
事
を
つ
な
ぐ
「
仕
事
図
鑑
」
の

制
作
、
出
前
授
業
や
面
接
練
習
へ
と
活
動

は
広
が
り
、
10
年
の
歳
月
を
か
け
て
学
校

は
奇
跡
の
Ｖ
字
回
復
を
遂
げ
ま
し
た
。
今

や
町
は
「
教
育
の
島
」
と
呼
ば
れ
、
人
口

の
７
人
に
１
人
が
中
高
生
と
い
う
新
た
な

姿
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
地
域
へ

の
情
熱
を
リ
レ
ー
し
続
け
た
青
年
部
が
地

域
と
学
校
を
結
び
、
島
の
未
来
を
育
む
原

動
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
堂
々
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
発
表
者
９
人
中
２
位
で
あ
る
優

秀
賞
を
獲
得
。
惜
し
く
も
全
国
大
会
出
場

は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
取
釜
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
も
青
年
部
活
動
を
通
じ
て
島

の
活
性
化
に
繋
げ
る
。
よ
り
成
果
を
上
げ

た
う
え
で
改
め
て
主
張
発
表
に
出
場
し
た

い
。」
と
力
強
い
言
葉
で
話
し
ま
し
た
。

「
被
爆
80
年
の
節
目
に
、
平
和
の
尊
さ
を

胸
に
刻
み
、
未
来
へ
祈
り
を
つ
な
ぐ
責
任

を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
奉
納
さ
れ
た
折
り
鶴
は
広
島
市

の
取
り
組
み
に
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、

再
び
社
会
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
平
和
の
祈
り
が

未
来
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

県
女
性
連
で
は
今
後
も
部
員
の
健
康
増
進

と
交
流
の
機
会
を
提
供
し
、
組
織
強
化
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

熱意のこもった堂々たる発表の取釜さん

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
開
催

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
開
催

令
和
７
年
度

〜
県
内
女
性
部
員
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
図
る
〜

県
女
性
連

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

青
年
部
交
流
会
（
主
張
発
表

中
四
国
大
会
）
に
参
加

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

青
年
部
交
流
会
（
主
張
発
表

中
四
国
大
会
）
に
参
加

広
島
県
代
表

　取
釜
宏
行
さ
ん
（
大
崎
上
島
町
）
が

優
秀
賞
を
受
賞

広
島
県
代
表

　取
釜
宏
行
さ
ん
（
大
崎
上
島
町
）
が

優
秀
賞
を
受
賞

県
青
連

☎（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

☎（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

☎（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

☎（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

☎（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

☎（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号
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広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
県
内
の
商

工
会
員
を
は
じ
め
と
す
る
小
規
模
事
業
者

や
、「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
に
出
展
し

て
い
る
又
は
今
後
出
展
を
考
え
て
い
る
食

品
関
連
を
取
り
扱
う
事
業
者
を
対
象
に
、

一
般
消
費
者
か
ら
商
品
の
意
見
を
募
る
テ

ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

本
事
業
は
、
特
産
品
販
路
開
拓
支
援
事

業
の
一
環
で
、
商
品
を
実
際
の
消
費
者
に

試
食
し
て
も
ら
い
、
率
直
な
意
見
を
ア
ン

ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
聞
き
と

り
、
そ
の
生
の
意
見
や
商
品
評
価
を
も
と

に
専
門
家
が
分
析
し
、
改
善
案
と
と
も
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
商
品
開

発
・
改
良
に
活
か
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
７
月
18
日
㈮
、
８
月
22
日
㈮

の
２
回
に
分
け
、
14
事
業
者
22
商
品
（
洋

菓
子
や
ゼ
リ
ー
等
の
デ
ザ
ー
ト
や
調
味

料
、乾
物
等
）
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
商
品
を
試
食
し
た
消
費
者
か
ら

は
「
美
味
し
か
っ
た
し
こ
だ
わ
り
が
感
じ

ら
れ
た
」
や
「
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
っ
て
良

い
、
こ
の
お
値
段
な
ら
い
っ
ぱ
い
買
い
た

い
！
」、「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
シ
ン
プ
ル
で
分

か
り
や
す
く
て
良
か
っ
た
で
す
」
な
ど
の

好
評
価
な
も
の
か
ら
「
風
味
が
全
体
的
に

弱
い
」
や
「
特
徴
が
無
い
の
で
何
か
特
徴

が
出
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
必
要
」、「
パ
ッ

ケ
ー
ジ
か
ら
商
品
性
が
伝
わ
り
に
く
い
」

な
ど
の
厳
し
い
意
見
ま
で
、
普
段
買
い
物

を
し
て
い
る
場
面
や
旅
先
で
購
入
す
る
場

面
な
ど
を
想
定
し
て
評
価
・
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。
事
業
者
か
ら
は
「
普
段
使
わ
れ

る
一
般
の
方
の
直
接
的
な
意
見
が
聞
け
た

た
め
商
品
の
改
良
を
行
っ
て
い
き
た
い
」、

「
商
品
評
価
を
い
た
だ
き
、
商
品
改
良
を

本
格
的
に
進
め
る
方
向
性
を
固
め
る
こ
と

が
で
き
た
」
な
ど
、
商
品
改
良
に
前
向
き

な
コ
メ
ン
ト
や
、
消
費
者
等
か
ら
の
生
の

意
見
が
参
考
に
な
っ
た
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　

図
①
は
実
施
事
業
者
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
が
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
等
取
り
組
み

や
す
い
点
か
ら
事
業
者
が
改
良
を
検
討
し

て
い
る
事
が
読
み
取
れ
ま
す
。
し
か
し
、

商
品
の
背
後
に
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
は
事
業

者
自
身
で
は
表
現
し
に
く
い
為
、
今
後
商

工
会
や
、
専
門
家
の
支
援
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

専
門
家
か
ら
の
報
告
書
で
は
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
、
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る

改
善
案
や
、
食
品
表
示
の
ル
ー
ル
に
基
づ

き
、
使
用
し
て
い
る
食
品
表
示
ラ
ベ
ル
に

つ
い
て
「
無
添
加
の
表
示
は
食
品
表
示
法

で
は
で
き
な
い
」
等
の
指
摘
事
項
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
を
確
認
し
た
事
業
者
か
ら
は

「
自
社
商
品
に
つ
い
て
言
語
化
で
き
て
い

な
い
特
徴
を
表
し
て
も
ら
っ
た
の
が
第
一

に
良
か
っ
た
」
や
「
自
社
社
員
だ
け
の
意

見
な
ど
し
か
新
商
品
の
開
発
に
は
反
映
さ

れ
な
い
為
、
今
後
の
新
商
品
の
開
発
に
活

か
せ
る
こ
と
は
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
思

う
」
な
ど
の
感
想
と
と
も
に
、「
新
商
品

を
開
発
し
た
際
に
は
ま
た
申
込
み
を
し
た

い
」と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
当
連
合
会
で
は
、
テ
ス
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
た
事
業
者
を
対
象

と
し
、
報
告
書
の
内
容
を
基
に
商
品
改
良

を
行
う
際
に
必
要
と
な
る
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
「
特
産
品
等
開
発
支
援
」、
広

島
や
関
東
、
関
西
圏
の
バ
イ
ヤ
ー
を
集
め

た
「
商
談
会
」
や
「
バ
イ
ヤ
ー
ズ
ウ
ィ
ー

ク
」
等
事
業
者
の
段
階
に
合
っ
た
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
令
和
６
年
度
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
開
催

令
和
７
年
度

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
開
催

商
品
開
発
・
改
良
の
た
め
の

モ
ニ
タ
ー
調
査
、
消
費
者
の
生
の
声
を

届
け
る
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

県連

　これから寒くなる季節に、心も体も温まる
一品をご紹介します。
　廿日市市・地御前にある「世良水産」が
製造・販売している「じごぜんかきチャウ
ダー」は、地元・地御前産の牡蠣を丸ごと
使用した、贅沢なクラムチャウダーです。
　クリーミーなスープと、ぷりっとした牡蠣
の旨味が絶妙にマッチした味わいは、一口食

べればやみつきに。牡蠣を使った商品では
珍しい“クラムチャウダー仕立て”で、他で
は味わえない一品です。
　温めると、より一層おいしくお召し上がり
いただけます。寒い日の食卓に、また贈り
物にもおすすめです。
　この冬は、「じごぜんかきチャウダー」で、
体の中からぽかぽか温まりませんか。

じごぜんかきチャウダー
販売者：世良水産　代表　世良　明信 （廿日市市地御前5-30-9）夢ぷらざ　推しの逸品！ 販売価格：900円（税込）

味や香り、パッケージなどの意見交換の様子

【図①】実施事業者アンケート結果
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1
．
事
業
主
と
の
出
会
い
と
経
営
状
況

　

コ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ス
ト
セ
レ
ー
ノ
は
江
田

島
市
能
美
町
の
焙
煎
珈
琲
専
門
店
で
、
世

界
各
地
か
ら
仕
入
れ
た
珈
琲
豆
販
売
＆
飲

食
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主
と
し

て
店
舗
を
切
り
盛
り
す
る
の
は
、
吉
村
幸

枝
さ
ん
。
夫
の
太
香
之
さ
ん
は
、
接
客
・

経
理
・
商
談
な
ど
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

吉
村
さ
ん
夫
妻
は
東
京
都
内
に
住
ん
で

い
ま
し
た
が
、
定
年
後
の
第
二
の
人
生
で

は
起
業
と
い
う
夢
を
叶
え
る
た
め
、
親
交

の
あ
っ
た
有
名
店
で
焙
煎
技
術
の
研
鑽
を

積
み
、
平
成
31
年
４
月
に
江
田
島
市
へ
移

住
。
市
の
起
業
支
援
制
度
「
江
田
島
市
が

ん
ば
り
す
と
応
援
事
業
補
助
金
」
を
活
用

し
た
い
、
と
商
工
会
へ
相
談
に
来
ら
れ
ま

し
た
が
、
補
助
金
申
請
に
関
す
る
知
識
や

情
報
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

ま
ず
は
商
工
会
主
催
の
「
令
和
元
年
度
創

業
塾
」
を
受
講
し
て
経
営
に
必
要
な
ノ
ウ

ハ
ウ
習
得
を
図
る
と
と
も
に
、
創
業
計
画

書
の
策
定
か
ら
着
手
す
る
こ
と
を
提
案
し

ま
し
た
。

２
．
経
営
状
況
の
聞
き
取
り

　

吉
村
さ
ん
が
自
ら
行
っ
た
市
場
動
向
調

「
珈
琲
の
手
焼
き
焙
煎
豆
」

　
　
　

  

専
門
店
の
創
業
支
援

支
援
テ
ー
マ

江
田
島
市
商
工
会

　主
任

　田
部

　智
史

経
営
支
援
事
例
紹
介

令
和
７
年
度
広
島
県
経
営
支
援

事
例
発
表
大
会
　
最
優
秀
事
例

査
を
基
に
、
専
門
家
を
交
え
て
調
査
結
果

を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
コ
ー
ヒ
ー
文
化
の
普
及
が
未
知
数
な

商
圏
で
は
あ
る
も
の
の
、
都
市
別
平
均
消

費
量
（
広
島
市
＝
全
国
第
二
位
）、
好
立

地
条
件
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
希
少
性
等
を
鑑

み
、
収
益
事
業
と
し
て
成
立
す
る
だ
け
の

需
要
は
十
分
に
あ
る
と
の
判
断
に
至
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
創
業
塾
の
受
講
時
に
は
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
に
消
極
的
だ
っ
た
吉
村
さ

ん
で
す
が
、
様
々
な
経
営
課
題
へ
の
対
応

力
強
化
を
進
め
る
た
め
、
Ｄ
Ｘ
化
推
進
を

長
期
課
題
と
位
置
付
け
て
、
段
階
的
に
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
Ｄ
Ｘ
化
に
取
り
組
む
こ
と

を
共
有
し
ま
し
た
。

３
．
支
援
の
内
容

　

創
業
計
画
書
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
事

業
イ
メ
ー
ジ
の
文
書
化
を
中
心
に
支
援
し

た
結
果
、
市
が
ん
ば
り
す
と
応
援
事
業
補

助
金
の
採
択
を
受
け
て
、
令
和
２
年
７
月

に
「
コ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ス
ト
セ
レ
ー
ノ
」
が

開
業
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
渦

中
で
の
創
業
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
市
コ

ロ
ナ
対
策
支
援
の
活
用
な
ど
、
軌
道
化
に

向
け
た
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
業
２
年
目
（
令
和
３
年
）、
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
続
き
、
デ
ル
タ
株
の

影
響
が
経
営
を
直
面
し
ま
し
た
。
島
唯
一

の
焙
煎
珈
琲
専
門
店
と
し
て
着
実
に
広

が
っ
て
い
く
認
知
度
と
は
対
照
的
に
、
外

部
へ
の
訴
求
力
不
足
が
露
見
し
た
こ
と
か

ら
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
開
設
＆
フ
ォ
ロ
ー
の
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
に
派
生
す
る

「
第
６
波
・
第
７
波
」
に
直
面
し
た
開
業

３
年
目
、
経
営
分
析
を
実
施
し
た
結
果
、

新
た
な
課
題
が
明
確
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
は
以
下
の
通
り
で

す
。

【
Ｄ
Ｘ
化
推
進
】

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
対
応
す
る
た

め
、
観
光
地
ひ
ろ
し
ま
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
補

助
金
を
活
用
し
て
「
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
（
Ａ
ｉ
ｒ

レ
ジ
）
導
入
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
吉

村
さ
ん
は
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
応
用
し

て
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

基
に
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
実
装
す
る
な

ど
、
経
営
分
析
ツ
ー
ル
と
し
て
の
応
用
力

を
自
発
的
に
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

４
．
支
援
の
成
果

【
長
期
課
題
（
Ｄ
Ｘ
化
）】

〈
①
会
計
（
ク
ラ
ウ
ド
型
会
計
ソ
フ
ト
導

入
）
▼
②
販
売
（
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
開
設
）
▼

③
分
析
（
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
導
入
）〉

　

こ
の
よ
う
に
、
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る

基
本
的
な
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
た
め
に

は
、
段
階
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
必
要
で
し
た
。
そ
れ
は
決
し
て
売
上

と
い
う
数
字
だ
け
に
表
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上
と
と
も

に
、
諸
課
題
へ
の
対
応
力
の
土
台
を
構
築

で
き
た
こ
と
が
、
長
期
課
題
（
Ｄ
Ｘ
化
）

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
成
果
と
な
り
ま
し

た
。

【
業
績
】

　

売
上
は
堅
調
に
推
移
し
て
お
り
、
直
近

で
は
９
，６
６
７
千
円
を
売
り
上
げ
、
営

業
利
益
は
１
，３
８
０
千
円
と
な
り
、
創

業
以
来
の
黒
字
経
営
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
係
る
「
返

礼
品
の
売
上
」
は
前
年
比
で
約
２
・
６
倍

と
な
り
ま
し
た
。「
江
田
島
市
が
ん
ば
り

す
と
応
援
事
業
補
助
金
」
の
財
源
と
な
る

も
の
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
集
ま
っ

た
寄
付
金
で
、「
返
礼
品
売
上
」
は
即
ち
、

寄
付
額
の
大
き
さ
を
裏
付
け
る
指
標
と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
補
助
金
を
活
用

し
て
創
業
し
た
後
も
、「
返
礼
品
売
上
」

　 課　題 解決策 効　果

①

夏季売上
低調

夏をコンセプト
とした新規メ
ニュー開発（炭
酸アイスコー
ヒー等３種類）

売上平準化

②

情報発信
（紙媒体
への偏重
傾向）

店 舗 外 観 リ
ニューアルによ
る視覚的ＰＲ
（外壁色彩変更、
自作キャラク
ターの視認性向
上）

販 促 プ ロ
モーション
設計・誘客
促進

販路開拓支援の内容

経営分析の結果
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を
通
じ
て
次
世
代
へ
の
連
鎖
が
生
ま
れ
、

地
域
貢
献
が
行
わ
れ
て
い
る
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
な
り
ま
し
た
。

５
．
今
後
の
課
題
、
目
標

　

令
和
７
年
９
月
、
全
国
へ
と
商
談
の
輪

を
広
げ
る
た
め
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

行
わ
れ
た
「
グ
ル
メ
シ
ョ
ー
秋
２
０
２
５
」

に
出
展
し
ま
し
た
。
創
業
以
来
、
初
め
て

の
展
示
会
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ず
か
１

か
月
以
内
に
３
件
の
商
談
が
成
立
し
、
全

国
展
開
に
繋
が
る
実
績
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

一
方
、
事
業
環
境
変
化
に
付
随
す
る
諸

問
題
と
対
峙
し
て
い
く
中
で
、
今
後
は
売

上
の
み
な
ら
ず
、
安
定
的
な
利
益
の
確
保

を
求
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

直
近
の
営
業
利
益
率
は
14
・
２
％
で
す
が
、

今
後
の
目
標
値
は
15
％
で
す
。

６�

．
吉
村
さ
ん
夫
妻
か
ら
い
た
だ
い
た
言

葉

　

令
和
２
年
の
開
業
以
降
、
売
上
は
順
調

に
伸
び
て
お
り
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
江

田
島
市
商
工
会
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
陰

と
大
変
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
店

舗
の
立
ち
上
げ
に
お
い
て
は
、
初
め
て
の

事
業
経
営
で
不
安
が
一
杯
で
し
た
が
、
商

工
会
の
創
業
塾
に
参
加
し
て
、
経
営
の
基

本
な
ど
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
（
目
指
す
べ

き
数
値
、
３
年
間
の
事
業
計
画
、
店
舗
経

営
の
取
組
ポ
イ
ン
ト
等
）
を
ご
教
授
い
た

だ
き
ま
し
た
。
創
業
塾
は
大
変
良
い
施
策

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

創
業
時
の
起
業
支
援
補
助
金
に
始
ま

り
、
事
業
が
あ
る
程
度
軌
道
に
乗
っ
た
後

も
、「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」

を
２
回
、県
の
「
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
補
助
金
」

を
い
た
だ
け
て
、
資
金
面
に
お
い
て
大
き

な
支
援
と
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
会
は
組
織
的
な
支
援
が
形
骸
的
で

な
く
、
効
果
的
に
実
働
さ
れ
て
お
り
、
更

に
、
経
営
的
観
点
か
ら
の
支
援
ス
キ
ル

（
補
助
金
申
請
・
実
績
報
告
書
の
ポ
イ
ン

ト
、
円
滑
な
遂
行
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
的
役
割
）
が
非
常
に
高
く
、
店
舗
の

計
画
案
の
ほ
と
ん
ど
が
全
て
を
実
現
で
き

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

行
政
と
の
連
携
と
と
も
に
、
組
織
的
な
実

質
的
支
援
は
も
と
よ
り
、
実
務
レ
ベ
ル
の

手
厚
い
支
援
が
行
き
届
い
て
お
り
、
起
業

環
境
と
し
て
は
ほ
ぼ
ベ
ス
ト
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
起
業
を
目
指
す
方
々
へ

の
ご
支
援
を
継
続
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

吉村さん夫妻と田部主任
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能
が
飛
躍
し
、
他
社
も
次
々
と
新
モ
デ
ル

を
投
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
は
「
探

す
」
こ
と
が
中
心
で
し
た
が
、
生
成
Ａ
Ｉ

は
情
報
整
理
か
ら
提
案
ま
で
担
い
、
職
員

が
本
質
的
な
判
断
に
集
中
で
き
る
環
境
を

実
現
。
商
工
会
の
現
場
で
も
、
Ａ
Ｉ
が
支

援
を
よ
り
創
造
的
な
形
へ
進
化
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
デ
ザ
イ
ン
分
野
で

は
効
率
化
が
急
速
に
進
展
。
今
後
さ
ら
に

多
く
の
業
種
で
Ａ
Ｉ
化
が
広
が
る
見
込
み

で
、
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

　

モ
デ
ル
商
工
会
の
取
り
組
み
も
進
展
。

広
島
安
佐
商
工
会
、
福
山
あ
し
な
商
工
会

で
は
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
経
営
カ
ル
テ
自
動

生
成
を
導
入
し
、
９
月
末
ま
で
に
４
５
０

件
超
を
作
成
。
高
陽
町
商
工
会
で
は
書
画

カ
メ
ラ
と
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
」
に
よ
る
遠
隔

支
援
シ
ス
テ
ム
を
試
験
運
用
し
、
融
資
相

談
や
情
報
共
有
を
効
率
化
。
神
辺
町
商
工

会
で
は
融
資
推
薦
書
や
補
助
金
申
請
書
の

作
成
支
援
に
向
け
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
「
た
た
き
台
」
の
高
速
生
成
を
実
現
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

従
来
の
Ｄ
Ｘ
は
「
効
率
化
」
が
中
心
で

し
た
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
に
よ
り
、
業

務
自
動
化
を
超
え
て
発
想
や
企
画
な
ど
知

的
領
域
に
も
革
新
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
力
を
活
か
す
に
は
業
務
の

デ
ジ
タ
ル
化
と
ル
ー
ル
整
備
が
不
可
欠
で

す
。

　

今
年
８
月
、
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
が
新
モ
デ

ル
「
Ｇ
Ｐ
Ｔ
―
５
」
を
発
表
。
高
度
な
推

論
機
能
「
シ
ン
キ
ン
グ
モ
ー
ド
」
を
搭
載

し
、
文
書
作
成
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
よ

り
容
易
に
。
誤
生
成
の
大
幅
減
少
な
ど
性

　

今
年
度
も
折
り
返
し
を
迎
え
、
Ｄ
Ｘ
デ

ザ
イ
ン
事
業
は
「
事
業
者
支
援
」
「
職
員

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」
「
商
工
会
Ｄ
Ｘ
」
の
３

本
柱
で
着
実
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

４
月
～
９
月
の
上
半
期
で
、
Ｄ
Ｘ
相
談

窓
口
10
件
、
巡
回
相
談
12
件
、
計
22
件
の

支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。
相
談
内
容
は
顧

客
管
理
や
情
報
共
有
な
ど
、
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
へ
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
導
入
が
中
心
で

す
。
Ｄ
Ｘ
推
進
課
で
は
、
Ｄ
Ｘ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
経
営
課
題
に
応
じ
た
Ｉ
Ｔ
導

入
か
ら
高
度
な
Ｄ
Ｘ
支
援
ま
で
幅
広
く
対

応
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

７
・
８
月
に
は
実
践
的
Ｉ
Ｔ
研
修
と
し

て
「
生
成
Ａ
Ｉ
講
座
」
を
開
催
し
、
延
べ

１
９
３
名
が
参
加
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
満

足
度
が
高
く
、
Ａ
Ｉ
関
連
セ
ミ
ナ
ー
へ
の

参
加
希
望
も
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
Ｉ

Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
率
も
６
月
末
時
点
で

全
職
員
19
・
７
％
、
補
助
対
象
職
員
25
・

５
％
と
着
実
に
向
上
。
さ
ら
に
10
月
に
は

「
Ｄ
Ｘ
推
進
中
核
人
材
育
成
研
修
」
と
し

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
モ
デ
リ
ン
グ

（
Ｂ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
）
を
学
ぶ
実
践
研
修
を
開
催

し
、
よ
り
専
門
的
な
Ｄ
Ｘ
支
援
ス
キ
ル
の

習
得
を
図
り
ま
す
。

事
業
者
支
援

生
成
Ａ
Ｉ
が
変
え
る
Ｄ
Ｘ

推
論
モ
デ
ル
「
Ｇ
Ｐ
Ｔ
―
５
」
の
誕
生

「
検
索
」
か
ら
「
提
案
ま
で
」

様
々
な
業
種
業
態
へ
の
影
響

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

商
工
会
Ｄ
Ｘ

Ｄ
Ｘ
×
デ
ザ
イ
ン
ニ
ュ
ー
ス
第
２
回

Ｄ
Ｘ
×
デ
ザ
イ
ン
コ
ラ
ム
第
２
回
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■お申し込み・お問い合わせは ■共済引受組合

県内34商工会
広島県商工会連合会

共済掛金
月々2,000円

事業所の福利厚生に最適 病気・ケガの両方に備える

経営者様・従業員様・ご家族様をお守りする
福祉共済「生命」保障 商工貯蓄共済 ： 引受保険会社

ミ ナ ジブロック

ジブラルタ生命保険株式会社 （コールセンター） – –
受付時間：平日 ： 〜 ： 土曜 ： 〜 ： （日・祝・年末年始を除く）

　

令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
年
末

調
整
に
お
い
て
大
き
な
変
更
が
加
え
ら
れ

ま
す
。
特
に
今
回
は
、
い
わ
ゆ
る
『
年
収

の
壁
』
へ
の
対
策
と
し
て
、
所
得
税
の
控

除
制
度
が
見
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
課
税
対
象
額
だ
け
で
な

く
各
種
控
除
の
対
象
判
定
に
も
影
響
が
及

び
、
手
続
き
事
務
や
確
認
で
ミ
ス
が
お
こ

ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

〈
所
得
税
関
係
の
主
な
変
更
点
〉

１�　

基
礎
控
除
・
給
与
所
得
控
除
の
引
き

上
げ

　

基
礎
控
除
は
、
従
来
は
一
律
48
万
円
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
は
合
計

所
得
金
額
に
応
じ
て
58
万
円
～
95
万
円
の

範
囲
で
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
令
和
８
年
度
ま
で
の
暫
定
）

　

給
与
所
得
控
除
は
、
こ
れ
ま
で
は
年
収

額
に
応
じ
て
55
万
円
を
最
大
と
し
て
段
階

的
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
律

65
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

２�　

扶
養
控
除
・
配
偶
者
控
除
等
の
所
得

要
件
緩
和

　

基
礎
控
除
・
給
与
所
得
控
除
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
配
偶
者
や
扶
養

親
族
な
ど
の
所
得
要
件
（
い
わ
ゆ
る
『
年

収
の
壁
』）
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
合
計
所
得
48
万
円
（
給
与

収
入
１
０
３
万
円
）
ま
で
が
要
件
で
し
た

が
、
改
正
後
は
合
計
所
得
58
万
円
（
給
与

収
入
１
２
３
万
円
）
ま
で
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

３　

特
定
親
族
特
別
控
除
の
新
設

　

基
礎
控
除
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
大
学

生
の
年
代
の
子
ど
も
（
19
歳
以
上
23
歳
未

満
）
が
い
る
世
帯
の
税
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、「
特
定
親
族
特
別
控
除
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。『
１
０
３
万
円
の
壁
』
を

意
識
し
て
就
業
調
整
し
て
い
た
学
生
ア
ル

バ
イ
ト
に
対
す
る
措
置
で
、
特
定
親
族
に

あ
た
る
扶
養
親
族
の
合
計
所
得
金
額
に
応

じ
て
段
階
的
に
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
る

年
末
調
整
は
ど
う
変
わ
る
？

　『配
偶
者
の
壁
・
扶
養
親
族
の
壁
』

令
和
７
年
度
の

Ｇ
Ｏ
＆
Ｄ
Ｏ
篠
原
税
理
士
法
人

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
所
得
税
改
正
に
よ
り
令

和
７
年
度
の
年
末
調
整
事
務
は
非
常
に
複

雑
に
な
り
ま
す
の
で
、
配
偶
者
や
扶
養
親

族
の
収
入
把
握
等
、
早
め
に
対
策
を
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
税
制
が
複
雑
化
し
て

い
る
中
、
年
末
調
整
手
続
き
は
も
は
や
紙

（
手
計
算
）
で
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
『
年
末
調
整

計
算
シ
ー
ト
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
検
索
し
て
、
活
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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入って安心！
経営をサポート！ メリットと利用者の声

貯蓄・融資・保障がセットになった商工貯蓄共済

増える楽しみ♪
積立

毎月の共済掛金から年１回生命保険
料と事務手数料、制度運営費が差し引
かれた残りが貯蓄積立金となり、１年
定期預金扱いで積立できる制度。

 ・意識をして積立を行うのは大変だ
が、貯蓄共済で知らずの内に積立
が出来ている。

 ・満期金を運転資金として使うことが
できとても助かった。

 ・万が一の時に、死亡保険金の他に
積立金も戻ってくることで喜ばれる。

 ・被保険者を孫にして加入。満期金を
大学入学のお祝いとして渡すことが
できた。

緊急時のおたすけ (^^♪
積立金一部払出し

加入者が急にお金が必要になった時
に、共済（保険）を解約することなく、
簡単な手続きで積立金の一部を払出し
できる制度。

 ・事業用備品（エアコン・冷蔵庫）が
急に壊れ、一部払出しを利用し購入
することができた。

 ・借入金の見直しで一部払出しを利
用、保険加入を継続したまま借入金
の繰上返済をすることができた。

 ・金融機関に運転資金の借入申請を
したが、決定まで時間がかかると言
われ困っていたところ、直近の支払
いに、貯共の一部払出しで対応でき、
支払いが滞らずに済んだ。

 ・資金繰り難の時に、保険を解約せず
に積立金を引き出すことができた。

費用、資金の万が一の備え♬
保険加入

万が一（死亡または高度障害）の場合
は、貯蓄積立金のほかに死亡共済金（死
亡保険金）が支払われる。満期の場合
は、現在病気治療中であっても、基本
的に告知不要で更新できる制度。

 ・大きな病気をし、新たな保険に加入
できなくなったが、満期更新により
告知なしで加入ができ、保険を維持
することができた。

 ・社長が業務中に死亡。死亡保険金
で借入金返済に充当。現在も後継
者が事業運営できている。

 ・加入者ががんになり、長期入院に
なったため、一部払出しにより積立
金が請求でき、更新加入後、最終
的に死亡保険請求となった。さらに、
掛金も戻ってきたため、貯共に入っ
ていてよかったと言われた。

【ご利用ください ！ 商工会連合会の専門家】
　広島県商工会連合会では、様々な経営問題に対応する次の
ような専門家相談制度があります。
○経営計画や人事問題の相談ができる嘱託専門指導員
　　中小企業診断士や社会保険労務士の専門家等が商工会連
合会に常駐しており、回数に制限なく、次のような経営課題に
対して専門的なアドバイスを行っています。
　 ・経営戦略の見直し
　 ・資金繰りや事業計画の立て直し
　 ・人材育成や労務トラブル対応　等々
○経営全般の相談に対応する専門家派遣
　　あらゆる経営相談に対応できる259名（2025年10月1日現
在）の専門家を登録しています。県内の商工会会員であれば、
無料で最大４回まで経営に関する相談を受けることができます。
　　経営指導員が同席してのオンライン相談も可能です。ご利用
の際は、お近くの商工会までご相談ください。

令和７年11月１日発効 ! !

　令和７年11月1日より、広島県の最低賃金は65円引き上げられ、時間額
1,020円から1,085円に改定されました。これは引き上げ額・率ともに現行方式
となった平成14年以降で最大となる6.37％の上昇です。
 • 国では、最低賃金引き上げに対し、「業務改善助成金」「キャリアアップ助
成金」「中小企業向け賃上げ促進税制」等の支援策を整備しています。

　また、広島県では、国の業務改善助成金における助成確定額の1/10（上
限60万円）を補助する「賃上げ環境整備支援事業補助金」を交付しています。

　詳細は、各窓口または商工会へお問い合わせください。
 • なお、県商工会連合会としては、近年の大幅な引き上げは、中小・小規模
行事者の事業継続に大きな影響を及ぼしており、「年収の壁」を踏まえた就
業調整による人手不足にも拍車をかけている事から、国県に対し支援策の充
実と税及び社会保障制度の一体的かつ継続的な見直しを要望しています。

広島県の最低賃金広島県の最低賃金

　

令
和
８
年
１
月
、「
中
小
受
託
取
引
適

正
化
法
（
取
適
法
）」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
従
来
の
下
請
法
を
改
正
し
、
中
小

企
業
の
取
引
環
境
を
幅
広
く
保
護
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

改
正
の
柱
は
四
つ
あ
り
ま
す
。
第
一
に

法
律
名
称
の
変
更
で
す
。「
下
請
法
」
と

い
う
呼
称
は
製
造
業
中
心
の
印
象
が
強
い

た
め
、
包
括
的
な
「
中
小
受
託
取
引
適
正

化
法
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
に
適
用
範
囲
の
拡
大
で
す
。
資
本

金
基
準
に
加
え
、
従
業
員
数
基
準
（
製

造
・
修
理
等
は
３
０
０
人
以
下
、
役
務
委

託
は
１
０
０
人
以
下
）
が
導
入
さ
れ
、
さ

ら
に
物
流
業
の
「
特
定
運
送
委
託
」
も
対

象
と
な
り
、保
護
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

第
三
に
禁
止
事
項
の
強
化
で
す
。
従
来

の
支
払
遅
延
や
不
当
減
額
に
加
え
、
手
形

払
い
の
禁
止
や
価
格
据
置
取
引
の
是
正
が

明
記
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
労
務
費

や
原
材
料
費
の
高
騰
を
価
格
へ
反
映
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

第
四
に
呼
称
の
変
更
で
す
。「
親
事
業

者
」は
「
委
託
事
業
者
」、「
下
請
事
業
者
」

は
「
中
小
受
託
事
業
者
」
と
改
め
ら
れ
、

対
等
な
関
係
を
意
識
し
た
用
語
に
統
一
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
違
反
対
応
の
強
化
も
行
わ
れ
、

「
報
復
措
置
の
禁
止
」
に
関
す
る
申
告
先

と
し
て
、
公
正
取
引
委
員
会
や
中
小
企
業

庁
長
官
に
加
え
、
事
業
所
管
省
庁
の
主
務

大
臣
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
は
、
中
小
企
業
が
適
正
な
条

件
で
持
続
的
に
経
営
で
き
る
環
境
を
整
え

る
大
き
な
一
歩
で
す
。
関
係
者
に
は
改
正

内
容
の
理
解
と
公
正
な
取
引
の
実
践
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

 
ご
存
知
で
す
か
【
取
適
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
】
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私
は
こ
れ
ま
で
、
国
会
議
員
と
し
て
の
活

動
の
柱
に
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

持
続
的
発
展
」
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。
自
身

が
か
つ
て
建
設
業
を
営
み
、
全
国
商
工
会
青

年
部
連
合
会
の
会
長
と
し
て
地
域
の
経
営
者

の
声
に
耳
を
傾
け
て
き
た
経
験
が
、
そ
の
原

点
で
す
。
３
大
都
市
圏
を
除
く
地
方
の
雇
用

の
約
９
割
を
担
う
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
元
気
な
く
し
て
、
日
本
経
済
の
再
生
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
２
０
２
５
年
通
常
国

会
で
の
私
の
発
言
の
中
か
ら
、
特
に
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
に
関
す
る
取
り
組
み
を

中
心
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

■
取
引
適
正
化
と
価
格
転
嫁
の
徹
底

　

長
く
続
い
た
デ
フ
レ
の
下
で
、「
安
く
す

る
の
が
当
た
り
前
」
と
い
う
商
慣
行
が
根
付

い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
人
件

費
を
上
げ
る
余
力
が
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
私
は

委
員
会
質
疑
な
ど
で
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
が
正
当
に
原
価
を
転
嫁
で
き
る
公
正

な
取
引
環
境
の
確
立
を
繰
り
返
し
求
め
て
き

ま
し
た
。

　

特
に
、
下
請
の
二
次
・
三
次
に
あ
た
る
企

業
ほ
ど
価
格
転
嫁
が
進
ん
で
い
な
い
現
実
を

指
摘
し
、
大
企
業
の
み
な
ら
ず
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
是
正
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
中
小
企
業
同
士
の
取
引
に
も
不
公
正

が
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
請
振
興
法
や

独
占
禁
止
法
を
活
用
し
た
対
応
を
要
請
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
下
請
法
改
正
に
よ
っ
て
「
一
方

的
な
代
金
決
定
」
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
運
用
基
準
を
現
場
で
理
解
し
や
す
く
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
特
に
建
設
業
で
は
資

材
価
格
の
高
騰
や
手
形
払
い
の
長
期
化
な
ど

構
造
的
な
課
題
が
あ
り
、
国
土
交
通
省
に
対

し
て
支
払
条
件
の
改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
う
し
た
制
度
面
の
改
善
に
加
え
、

発
注
者
と
受
注
者
が
「
対
等
な
協
力
関
係
」

と
し
て
支
え
合
う
文
化
づ
く
り
も
必
要
で
あ

り
、
法
の
名
前
を
「
下
請
法
」
か
ら
「
協
力

会
社
支
援
法
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
も
の
に

改
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か—

—

そ
ん

な
提
案
を
昨
年
の
臨
時
国
会
で
行
い
、
今
年

の
法
改
正
で
「
下
請
法
」
を
「
中
小
受
託
取

引
適
正
化
法
」
に
、「
下
請
業
者
」
を
「
中

小
受
託
事
業
者
」
に
改
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

 

■
地
域
の
支
援
拠
点
を
強
化
す
る

　

商
工
会
は
、
地
域
企
業
の
最
も
身
近
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
私
は
「
第
三
期
小
規
模

企
業
振
興
基
本
計
画
」
の
議
論
の
中
で
、
経

営
指
導
員
の
処
遇
改
善
と
体
制
強
化
を
訴
え

ま
し
た
。
現
場
で
は
、
経
営
・
金
融
・
事
業

承
継
な
ど
相
談
内
容
が
高
度
化
・
複
雑
化
し

て
い
ま
す
。
国
と
し
て
も
地
方
交
付
税
措
置

等
を
通
じ
た
支
援
を
拡
充
さ
せ
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
で
老
朽
化
が
進
む
商
工
会
館

は
、
平
時
の
経
営
支
援
だ
け
で
な
く
、
災
害

時
に
は
復
旧
・
復
興
の
拠
点
と
な
る
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
で
す
。地
域
防
災
の
視
点
か
ら
も
、

改
修
や
建
て
替
え
の
支
援
を
求
め
て
い
ま
す
。

 

■
資
金
繰
り
と
事
業
継
続
の
支
援

　

コ
ロ
ナ
禍
の
特
別
融
資
が
終
わ
る
中
で
、

物
価
高
騰
や
人
手
不
足
に
直
面
す
る
事
業
者

が
増
え
て
い
ま
す
。私
は
、日
本
公
庫
の
「
コ

ロ
ナ
資
本
性
劣
後
ロ
ー
ン
」
な
ど
の
継
続
的

支
援
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
倒
産
・
廃
業
の

防
止
に
は
早
期
の
経
営
改
善
支
援
が
不
可
欠

だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。
加
え
て
コ
ロ
ナ
禍
の

爪
痕
が
残
る
事
業
者
に
と
っ
て
今
は
負
担
軽

減
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
社
会

保
険
料
は
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。
社
会

保
険
料
の
一
時
的
な
減
額
な
ど
、
事
業
主
の

負
担
を
減
ら
し
、
従
業
員
の
手
取
り
を
増
や

す
政
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
設
備
投
資
が
複
数
年
度
に
及
ぶ

ケ
ー
ス
に
対
応
す
る
た
め
、
補
助
金
制
度
を

単
年
度
予
算
に
縛
ら
れ
な
い
「
基
金
化
」
な

ど
柔
軟
に
運
用
す
る
よ
う
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
は

「
１
億
円
企
業
を
増
や
す
」
こ
と
を
提
唱
し

て
い
ま
す
。
売
上
１
０
０
億
円
企
業
だ
け
で

な
く
、
地
域
内
で
安
定
し
て
雇
用
を
守
り
、

利
益
を
生
み
出
す
企
業
こ
そ
が
地
方
を
支
え

る
柱
に
な
る
か
ら
で
す
。
加
え
て
、
中
山
間

地
域
や
離
島
な
ど
で
の
創
業
を
後
押
し
す
る

た
め
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
で
の

当
該
地
域
に
お
け
る
加
点
強
化
を
求
め
て
い

ま
す
。

 

■�

Ｇ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル
化
と
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者

　

Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
や
デ
ジ
タ
ル
政
策
の
推
進
に
あ

た
っ
て
も
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

立
場
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
大
企
業
の

脱
炭
素
投
資
が
下
請
価
格
の
引
下
げ
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
、
下
請
法
の
厳
正
な
運
用
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
Ｇ
Ｘ
は
省
エ
ネ
・
生
産
性
向
上

を
通
じ
て
コ
ス
ト
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
れ
を
「
負
担
」
で
は
な
く
「
成
長
の

チ
ャ
ン
ス
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
、
理

解
促
進
と
支
援
を
拡
充
す
る
べ
き
で
あ
る
と

訴
え
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
市
場
に
お
い
て
は
、
ア
プ
リ
内

課
金
の
高
額
な
手
数
料
に
よ
り
毎
年
１
兆
円

以
上
の
国
富
が
海
外
に
流
出
し
て
い
る
と
さ

れ
ま
す
。
日
本
発
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
支

援
や
Ａ
Ｉ
人
材
育
成
を
通
じ
て
、「
稼
ぐ
力
」

を
国
内
に
取
り
戻
す
取
り
組
み
も
進
め
て
い

ま
す
。

 

■
お
わ
り
に

　

地
域
を
支
え
る
の
は
、
そ
こ
に
根
を
張
る

事
業
者
の
皆
さ
ん
で
す
。私
は
こ
れ
か
ら
も
、

現
場
の
声
を
国
政
に
つ
な
げ
、
商
工
会
を
は

じ
め
地
域
経
済
の
担
い
手
が
誇
り
を
持
っ
て

事
業
を
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
地
域
を
支
え
る
中
小
・
小
規
模

　
　
　
　事
業
者
の
力
を
未
来
へ
」

「
地
域
を
支
え
る
中
小
・
小
規
模

　
　
　
　事
業
者
の
力
を
未
来
へ
」

全
国
商
工
会
連
合
会
　
顧
問
　
越
智
　
俊
之

（
令
和
７
年
10
月
経
済
産
業
大
臣
政
務
官
就
任
）

参議院　経済産業委員会

　

本
記
事
の
原
稿
を
頂
い
た
後
、
越

智
顧
問
は
、
令
和
７
年
10
月
22
日
付

け
で
「
経
済
産
業
大
臣
政
務
官
兼
内

閣
府
大
臣
政
務
官
」
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。

編

集

後

記
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